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三重県感染対策ネットワーク 運営委員
松島 由実（岡波総合病院）

令和元年度（2019年） 事業報告
感染対策に関する相談⽀援

（⾼齢者施設等感染対策研修会）

Mie Infection Control Network（MieICNet）
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Mie Infection Control Network（MieICNet）
１．アウトブレイク⽀援 ［全職種］

各医療機関においては、アウトブレイクが発⽣し、対応困難な事態が発⽣した際、MieICNet参加
の医療機関の中から専⾨家（医師・看護師・薬剤師・検査技師等）を派遣し、改善⽀援を⾏う。

・疫学的調査、改善策の⽴案、院内職員や外部への対応等の⽀援

２．⽇常的な感染対策への相談⽀援 ［全職種、主に看護師］
各医療機関から感染対策上の質問等を受け付け、MieICNet参加の医療機関の中から専⾨家

（医師・看護師・薬剤師・検査技師等）がア ドバイスを⾏う。
・メール／FAX等で質問を受け付け、各分野の専⾨家が回答
・共有すべき情報があれば、web上でQ & A集を公開

３．微⽣物学の情報収集・検査の⽀援 ［主に検査技師］
各医療機関で実施できない特殊検査等を受付、検査可能な医療機関において実施
・三重県院内感染対策サーベイランス（Mie Nosocomial Infection Surveillance: MINIS）
・三重県内の⼊院医療機関を対象に微⽣物情報を収集し、細菌の検出状況や薬剤耐性の状況
を地域別、病院機能別で集計し三重県の感染症の発⽣動向を把握するとともに地域のアンチバイ
オグラムを作成する。

４．抗菌薬適正使⽤の推進 ［主に薬剤師］
三重県内の医療機関における抗菌薬の使⽤状況の把握を⾏う。

５．情報共有
感染症、感染対策に関連する情報をメール等で定期的に配信することや、web上で

関連情報を公開する。また、定期的に講演会を開催し、情報共有を⾏う。



17名

相談者

相談 回答

MieICNet
相談窓口

医 師 臨床検査技師 薬剤師

運営会議
メンバー

報告・相談

相談業務の流れ

・ FAX
・ E-mail
・ 電話

・ 郵送
・ E-mail
・ 電話

看護師

事務手続き、問い合わせ、各専門家への相談についても窓口を経由

相談支援班員

（必要に応じて）

団体・学会
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感染対策相談
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相談⽀援 -令和元年度（2019年）-

●慢性期病院、⾼齢者施設における保菌者の対応
●⾼齢者施設における疥癬の流⾏に対する対策
●発疹のある患者の対応
●耐性菌陽性者の退院時の対応や指導⽅法
●バリウム製剤の廃棄⽅法
●薬剤耐性菌の発⽣メカニズム
●講師派遣（3件）
●疥癬対策に係る地域会議への参加依頼（１件）

相談件数︓11件（うち電話9件、FAX2件）
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件

相談件数の推移 -平成28年〜令和元年度-
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⽬ 的
１）⾼齢者施設や在宅におけるケア提供者が、知識を習

得し、現場の課題を解決することにより、適切な感染対
策を実践することができる。

２）各施設がMieIC-Netの相談システムや、近隣施設の
専⾨家（主に感染管理認定看護師）の存在を認知
し、相談⽀援の体制を整えることができる。

３）教育事業を通して、AMR（Antimicrobial 
Resistance︓薬剤耐性）対策の⼀環につながるよう、
三重県内の感染対策のボトムアップを図る。

⾼齢者施設等研修会 2019
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◆アドバンスコース
・グループワーク（事例検討・情報交換）

 ベーシックコース
・感染対策の基本（Standard Precaution）
・流⾏性ウィルス対策
・薬剤耐性菌対策
・個⼈防護具の着脱（演習）
・吐物処理（演習）

項⽬・内容

⾼齢者施設等研修会 2019じ
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参加者数 伊勢会場︓42名
津 会 場 ︓25名

アンケート結果
 所属施設は、90%近くが、⽼⼈保健施設・⽼⼈福祉施設
 職種は、看護師30〜50％、介護⼠が40〜50％
 70〜80％は講義、演習、グループワークともに満⾜と回答
 今後も年に1回程度で開催してほしい

⾼齢者施設等研修会 2019
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平成29年度（2017）

平成30年度（2018）

令和元年度（2019）

平成28年度（2016）

⾼齢者施設等研修会
開催場所
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◆相談⽀援事業について、件数は多くないがニーズはある。
◆⾼齢者施設からの相談が多い。
◆令和元年度は講師依頼に関する相談が3件あった。
◆感染対策相談の運⽤やシステムについて、再構築が必要

である（検討中）。
◆今年度はCOVID-19の流⾏の影響により、⾼齢者施設

等研修会は中⽌とした。

まとめ・今年度の計画


